
 

登 録 速 報 

 

農 薬 名：クミアイトレボン粒剤（登録番号：第 １６９８４ 号） 

適 用 拡 大 登 録 月 日：平成２７年１月２１日  

適 用 拡 大 登 録 内 容： 

●作物名「稲（箱育苗）」を削除する 

【変更後】 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ

を含む農薬の 

総使用回数 

稲 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

ｲﾈｿﾞｳﾑｼ 

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｲﾅｺﾞ類 

ｳﾝｶ類 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 

2～3 

kg/10a 収穫21日

前まで 
3回以内 散布 3回以内 

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ第 1世代 3㎏/10a 

さとうきび ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 9㎏/10a 植付時 1回 
植溝土壌

混和 
1回 

れんこん ｲﾈﾈｸｲﾊﾑｼ 3㎏/10a 
収穫14日

前まで 
3回以内 散布 3回以内 

いぐさ ｲｸﾞｻｼﾝﾑｼｶﾞ 2㎏/10a ― 

畑わさび 

ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ 3㎏/10a 

植付時 

1回 

植溝土壌

混和 
2回以内 

（植付時の 

土壌混和は 

1回以内、散布

は 1回以内） 

収穫14日

前まで 
散布 

わさび 

畑育苗期

但し、 

植付時 

植溝土壌

混和 

畑育苗期 散布 

 

注意事項の変更： 

【削除事項】 

●本剤を箱育苗に使用する場合は次の注意を守ること。 

○育苗箱の上から均一に散布し、葉に付着した薬剤を払い落とし、軽く散水して田植機にかけ 

て移植すること。 

○軟弱徒長苗、むれ苗、移植適期を過ぎた苗などには薬害を生じるおそれがあるので注意する 

こと。 

○イネ苗の葉がぬれている場合薬害が生じやすいので、葉に付着している露を払い落としてか 

ら薬剤を散布し、軽く散水すること。 



○イネミズゾウムシ成虫の発生が多いと効果が劣る場合があるので注意すること。 

○誤って過剰に使用すると葉先枯れなどの薬害を生じることもあるので、所定の使用量、使用 

方法を厳守すること。 

●育苗箱に本剤を使用した苗の移植をする場合は次の注意を守ること。 

○本田が砂質土壌の水田や、漏水田、未熟堆肥多用田の場合は使用を避けること。 

○本田の整地が不均整な場合は、薬害を生じやすいので、代かきは丁寧に行い、移植後田面が 

露出しないように注意すること。移植後は直ちに湛水し、極端な浅水、深水はさけること。 

また、深植にならないように注意すること。 

○本田への移植後低温が続き、苗の活着遅延が予測される場合は使用をさけること。 

また、移植後極端な高温が続くと予想される場合も使用をさけること。 

 

 

以 上 


